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　文京区政の基本計画には住民が最も日々利用する歩道における
歩行者の安全政策が欠如しています。歩道安全宣言を発出する基
本政策の策定をお願いしたい。
　最大の問題は、自転車が歩道を歩行者と同じ様に走行利用して
いる問題です。このため歩行者は常に、事故、不安、ヒヤリ感、
緊張感等の危険を感じています（私も自転車にぶつけられた犠牲
者の一人）。しかも自転車利用者にはモラル（マナーやエチケッ
ト等）が欠如しているものが大部分で、歩道の危険度を増幅させ
ています。
　本来安心して歩けるはずの歩道が今や混乱、危険に満ちていま
す。
　最近は歩道の一部が自転車走行のために解放され、その箇所が
自転車の駐輪場化乃至自転車道路化し、状況はますます悪化して
います。特に、高齢者が多くなり、杖を突いたり、便りになるも
のを使ったりした足の悪い方を沢山見かけますし、他の障害を
持った方々も同様不安、、危険を感じていると想定されます。歩
道は安心して歩けません。私も一定の覚悟をしています。
　さらに区は他区と連携し自転車のシェアリング制度を開始しま
した。区は貸し出す際に利用者に歩道に置ける自転車走行は禁止
としっかり指導しているのか疑念が残ります。しかもシェアリン
グに利用される自転車は駆動装置が設置されていると側聞し、然
らば当然に車道走行を規定しているものと想定します。
　歩道における自転車と歩行者との共存、共生はあり得ません。
それが可能ならば車道でも車両と歩行者の共存、共生が成り立ち
ます。然らば、車道や歩道を整備し区分する必要はありません。
車道一本を整備したら良いと言えます。安全や命が絡む問題は
しっかり区分することが求められます。歩道は自転車によって安
全が損なわれているのです。
　歩道における自転車の走行は、歩行者にとっては走る凶器であ
ることを、また、自転車は車道を走行する車両であり、車道を走
行するものであることを改めて想起、認識する必要があります。
　自転車は、エコだ健康的などと美辞麗句が並べられますが、歩
道に関する限り、歩行者の安全、安心を無視した勝手な謳い文句
としか聞こえません。
　因みに、この夏ロンドンに旅行した際に通りがかりの自転車利
用者に話しかけたら、自転車は車両と位置ずけられ、歩道走行は
禁止されていると話していました。日本も文明国の一員として、
自転車利用者がかくの如く明快に歩道は走行できませんと返事の
できる国となって欲しいと願うものです。文京区がその一番のり
となって欲しいものです。（終）
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「平成30年度基本構想進行管理（実現度評価・事業評価）」に対する意見

分野

防犯・安全対策まちづくり・環境 土木部
平成30年度基本構想進行管
理（基本構想実現度評価・
事業評価）についての意見

　自転車は、道路交通法において軽車両に位置
づけられており、原則として、車道を走行する
こととなっております。例外として、自転車通
行可の道路標識がある歩道において、13歳未満
若しくは70歳以上の方または身体が不自由な方
が自転車を運転する場合は、歩道を走行するこ
とができ、その場合もすぐに停止できる速度
で、歩行者の通行を妨げる場合は一時停止しな
ければならないこととなっております。
　また、道路工事や連続した駐車車両などのた
め、車道の左側を走行することが困難な場合
や、著しく自動車などの交通量が多く接触事故
の危険がある場合なども、同様に歩道を走行す
ることができることとなっております。
　いずれにしても、歩道を自転車が走行する場
合は、歩道内の車道側を徐行する規定となって
おります。
　平成２３年の警察庁通達以降、道路交通法の
改正や自転車安全利用五則の徹底などが図ら
れ、２７年６月には自転車運転者講習制度が導
入されるなど、自転車利用のルール徹底ととも
に違反者の取り締まりが強化されております。
　区では、これまでも交通安全政策の一環とし
て、警察と連携し、自転車実技講習会の開催や
春と秋の交通安全運動などの機会を通じて、自
転車の交通法規の遵守やマナーの向上を訴える
とともに、区報等を通じて、自転車の正しい乗
り方やマナーについて啓発に努めてまいりまし
た。
　今後も、区報や各種催し等による自転車利用
者のマナー向上に取り組むとともに、警察への
取り締まり強化を依頼してまいります。
　また、これまでも行ってまいりましたが、自
転車シェアリング事業の会員登録時における利
用規約での啓発、車両表示・ウェブサイトでの
「自転車安全利用五則」の周知、駅周辺の放置
自転車警告・撤去作業及び自転車駐車場の整備
など、様々な取組を通じて、総合的な自転車対
策を推進してまいります。
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